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　串良総合支所前のクロガネモチ
の木に、５年連続でアオバズクが
飛来しました。
　アオバズクは、フクロウ科の渡
り鳥で、体調は 30 ㎝程。茶色い
頭と、かわいらしい丸い目が特徴
です。現在、飛来した２羽のアオ
バズクは、巣の中で卵を温めてお
り、７月ごろには親子が仲良く肩
を並べている姿を見ることができ
るかもしれません。

　５月14日、王子町の和田井堰公�
園で、ホタルの観賞会が開かれま
した。
　同公園では、町内会有志が昨年
11月に、公園内にホタルの幼虫
約400頭（匹）を放流。それが実
を結び、ホタルが輝き始めました。
観賞会には、地域の子どもからお
年寄りまで多くの人が参加し、美
しい光を放つホタルの復活の舞い
を楽しみました。

　５月14日、県大隅地域振興局
で、県観光プロデューサー奈良迫
英光さんによる「大隅半島の観光
振興セミナー」が行われました。
　当日は、「大隅半島の売り方」
と題した講演が行われ、市民など
約 90 人が参加。「地域の売りは
何か」「田舎にこだわった観光振
興が必要」などと具体例を交えな
がら話し、参加者からの質問にも
熱心に答えていました。

串良町土地改良区が
農林水産大臣賞を受賞

今年も「アオバズク」が
やってきました

王子町で
「ホタル復活の舞い」

県観光プロデューサー
が講演

　５月 28 日、鹿屋市と鹿屋警察
署が、公共工事等への暴力団員の
不当な介入や市営住宅等の入居対
象者から暴力団員を排除する２件
の協定を締結しました。
　山下市長が、「今回の協定締結
が市民の安全・安心な生活の確保
につながる」とあいさつ。川原鹿
屋警察署長は「警察と行政が連携
を密にして、安全・安心な鹿屋市
にしていきたい」と話しました。

　５月 21 日、ＪＡ鹿児島きもつ
き東部支所で、「肝属地区茶品質
向上共進会」が開催されました。
　これは、鹿児島茶のブランド化・
品質向上などを目指して行われて
いるもの。当日は、普通煎茶、深
蒸し茶、玉

たまりょくちゃ

緑茶の部門別に審査を
行いました。今年は、２月から３
月の冷え込みなど気候の影響が心
配されましたが、品質、生産量と
もに昨年並みとなる見通しです。

　５月２日、古江小学校の給食に
「かのやカンパチ」のかぶと煮が初
めてお目見えし、生徒31人が舌
鼓を打ちました。これは、「かのや
カンパチ」の消費拡大と食育の一
環として、市漁協がカンパチのか
ぶとを低価格で提供したもの。子
どもたちは、「毎日がこんな給食な
らいいのに！」と話しながら、身
が残り少なくなったかぶと煮を手
に取り、ほおばっていました。

暴力団等排除措置
協定を締結 肝属地区の茶が集結 「かのやカンパチ」が

給食に初登場

　６月４日、神奈川県に本社を持つ日本モレックス株式会社と鹿屋市の立
地協定が締結されました。同社は、電子・電気機械器具の製造工場として
平成４年に鹿屋内陸工業団地に鹿児島工場を立地。今回、国内外で需要が
高まっているコネクターの増産に対応するため、生産ラインなどを増設す
るもので、設備投資額は約26億円、約100人の雇用を予定しています。
　また、５月30日には、大阪府に本社を持ち、ニット製品の製造・販売
会社である株式会社理喜と鹿屋市の立地協定が締結されました。今回、ニッ
ト製品の国産製品が見直され需要が高まっていることから、縫製ラインを
設置するため鹿屋工場を立地。新たに約50人の雇用を予定しています。
　この２社の立地協定により、合わせて150人の雇用が創出され、地域経
済の活性化に寄与するものと期待されます。

日本モレックス株式会社

鹿屋

　５月27日、鹿屋農業高校実習
用水田で、「かのや菜の花エコプロ
ジェクトナタネ収穫祭」が行われ
ました。これは、環境対策として
菜種油を燃料にしようと、県トラッ
ク協会と同校が協力して行ってい
るもの。当日は、鹿屋小、鹿屋中、
鹿屋農高の生徒約250人が参加し
て菜種約100kgを収穫。菜種油は
食用油として利用したあと、軽油
の代替燃料として利用されます。

菜種油を軽油の代替燃料に
〜菜種を収穫〜

「本の読み聞かせ」で
文部科学大臣表彰を受賞

　４月30日、「子どもの読書活動優秀実践図書館・�
団体（者）」の文部科学大臣表彰を受賞した、お話文庫�
「Ｐｏ絵夢」（川添順子代表）が、受賞報告のため、市
役所を表敬訪問しました。
　この表彰は、子どもの読書活動への理解と関心を深
め、子どもの読書への意欲向上を図ることを目的に、
文部科学省が優れた実践活動団体や個人を表彰するも
ので、今回、全国53団体と３人が受賞。「Ｐｏ絵夢」は、
市立図書館を拠点に、福祉施設などで、子どもや幅広
い世代の人に本の読み聞かせを20年以上続けており、
今回の受賞は、この地道な活動が評価されたものです。

　５月８日、平成19年度農用地等集団化優良地区表
彰の農林水産大臣賞を受賞した、串良町土地改良区
（大竹山森利理事長）が、市役所を表敬訪問しました。
　同改良区の有里地区は、ほ場の区画が狭く分散して
いたことから、生産性向上のため、平成８年から県
営ほ場整備事業に着手し、10年にわたり地道な活動
を行ってきました。今回の受賞は、農家１戸当たり2.3
か所に分散していた農地を1.1か所に集約し93％の
集団化率を達成したことや、集団化の啓発により農
作業の受委託が進み、担い手農家等への農用地の利
用集積が拡大したことなどが認められたものです。

株式会社理喜

２社と立地協定を締結
〜総勢 150 人の雇用創出　地域経済の活性化に期待〜




